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カラーイ乍品

イタリア映画

-それでもメチル・アルコールを飲む/

コーラで喉をうるおす子どもたち、といった風景である。だが、この子

は目が見えないのだ。彼が口にしているコーラには大量のメチル・アルコ

ールが入っている。そのメチルのために光を奪われ盲目になったのだ。

慢性的な哨飢え山から胃袋はもっ固形物は受けつけない。メチル・コーラ

は飢えを忘れさせてくれる夢の水なのだ。うつろな瞳で少年は今日も危険

な夢の水を飲みはすのだ 。

・わずかな食糧とひきかえに幼い肉体を売る/

スラム街一一ゴミゴミとバラックがひしめきあっている。ひとりの少女

が狭い道を歩いている。大きな衿ぐりの花柄のワンピースで12 .-1-のまだ幼

い肉体を包んでいる。肩までイ申ひいた黒い髪はていねいに杭かしつけている。

股をくねらせ大人びた雰囲気を精一杯に出す。男から声がかかる。歩み寄

った少女はひと言ふた言、話しをすると男の部屋に消える。彼女は売春を

しているのだ。食粘i とひきかえに一。

・錆びたカン詰めの腐ったミルクをすする/

16キロメートルも続くゴミの山は、飢えた子どもたちの食料庫だ。トラ

ックはひっきりなしにやって来て満載したゴミをぶちまける。イ-どもたち

が蛾のように群がってくる。金自の物を探し出し、食べ物であればすぐ口

に入れる…。少年は亦く錆びたミルクのカン詰めを見つける。!去にはわず

かばかりのミルクが残っている。腹は減っている。腐臭を放つそのミルク

を少年は一気にすするのだ・ 0

・同情をかうために不具者になる/

浮浪リょたちは生きるために想像もつかないことをやってのける。物乞い

をして命をつないでいる少年は、身入りをよ哲やすために自分で自分の足を

似つけ不具者となった。 満足なイ本で物乞いするより同情をかうだろうとい

う計画なのだ。ホコリっぽい雑踏の中に這いつくばって、少年はけん命に

7戸主訂f を 5桜長リあげる口「わお、 j必ιλみk を/お 7足1左1弘A を /J 通りすがる人々は少年に注惹意:も
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・糞泥に棲むカニをナマでほおばる/

ご 71<.;立の排出口の上に作られた柑1末なノくラック。街を追われた貧しい人

たちのスラムだ。!木の|ぐを党}ポが流れ悲央を発している。千?':ulになると党

泥が姿を凡せ、そこに棲むおびただしいカニも姿を現わす。飢えたイa ども

たちは争ってそのカニを捕まえょっとする。貴重なタンハク源なのだ。発

泥にまみれた子どもたちはそのカニを下水で洗い ナマのままほおばるの

だ。糞泥に棲むカニを…・。

・餓鬼と化して人肉を食いちぎる/

地上で一番号山、生きものである子どもたちは飢えの連続の中で、けん命

に生きようとしている。だが、大人の中には餓鬼道に l山ちるものがいる。

アフリカの雇われ兵が偶然、に撮彩したこのシーンは、黒魔術のミサでも

何でもなく、ただ飢えを満たすために人聞の腕を食べているのだ。まさに

哨ハング帆が引きおこす狂気の地獄絵図といえよう。大人は人間を殺して食

べればよいだろつが f どもたちは…。

特別許賞券￥ 1 フno(41500円の処)発言邑中/
血 十 lιUU\学生 1300円/ノレ.
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